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１ 学習指導の工夫とその効果および課題 

（１）動きつくりサーキット 

   本研究では、小学校学習指導要領体育編の例示に示された内容や、「連係プレーによって

攻撃する」という目指す姿の実現に向け、それに必要な基本的な動きを身に付けるための動

きつくりサーキットを行った。動きつくりサーキットにおける学習活動の工夫とその効果及

び課題について表１にまとめた。 

 

表１ 動きつくりサーキットにおける学習活動の工夫とその効果及び課題 

学習活動 例示 工夫 効果 課題 

［ひろう］ 

アイス 

クリーム 

キャッチ 

〇ボールの方

向に体を向

けて、その

方向に素早

く移動する

こと。 

〇はじめはキャッチ

しやすい易しいボ

ールを投げるよう

に指導した。 

〇後半はボールを前

後左右に投げ分け

るよう指導した。 

 

〇相手コートからのボ

ールに対して落下点

に素早く入って触球

しようとする意識が

身に付いた。 

〇ボールが軽いとコー

ンにはじかれてしま

い素早く落下点に入

ってもキャッチでき

ないこともあった。

重みのあるボールを

用いることも考えら

れる。 

 

［ひろう］ 

［つなぐ］ 

ステージ 

パス 

〇ボールの方

向に体を向

けて、その

方向に素早

く移動する

こと。 

〇味方が受け

やすいよう

にボールを

つ な ぐ こ

と。 

〇返球場所を視覚化

して示すことでね

らいやすくした。 

〇ネットを高くし、

滞空時間の長いボ

ールを送るよう意

識付けた。 

〇第一触球場面を想定

して、ねらった方向

へ易しい球を打ち返

す動きが身に付い

た。 

〇フープが小さくねら

いづらいため、目標

を大きくしてねらい

やすくすることが必

要である。 
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学習活動 例示 工夫 効果 課題 

［うつ］ 

イルカ 

アタック 

〇相手コート

にボールを

打ち返すこ

と。 

〇アタックを打つ際

の立ち位置や体の

向き、肘の高さや

手の使い方などを

確認した。 

〇止まっているボール

に対して力一杯打つ

感覚を身に付けたこ

とで、最終触球場面

で自コート後方から

相手コートへ打つ動

きが身に付いた。 

〇小学生が扱うにはコ

ーンバーが重かった

ため、両手でしっか

りと支え、また、ペ

アが打った後にコー

ンバーを打った方向

へ流すように指導す

る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

［うつ］ 

台上 

アタック 

〇相手コート

にボールを

打ち返すこ

と。 

〇台上から比較的安

定したトスが上が

り、相手コートへ

向かってアタック

する練習を繰り返

すことで実践的な

感 覚 を 身 に 付 け

た。 

〇止まっているボール

から動くボールへと

変わったため、はじ

めは手に当てるだけ

で精一杯の児童もい

たが、相手コートへ

打ち込む課題を明確

にした運動が効果的

であった。 

〇課題を明確にするた

め、目標物を置くこ

ともよい方法なので

はないかと考えられ

る。 
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（２）ドリルゲーム及びタスクゲーム 

   本研究で目指す「連係プレーによる攻撃」の実現に向け、動きつくりサーキットで身に付

けた動きを土台とした、連係プレーを実現させるためのドリルゲームを行った。ドリルゲー

ムの学習活動の工夫とその効果及び課題について表２にまとめた。 

 

表２ ドリルゲームの学習活動の工夫とその効果及び課題 

学習活動 工夫 効果 課題 

［ひろう］ 

［つなぐ］ 

ひろって 

キャッチ！ 

ゲーム 

〇第一触球者は自コート前方に

向けて触球することで得点化

するルールとし、ゲーム感覚

で児童が楽しんで活動するこ

とができるようにした。 

 

〇触球者を固定してゲームを

行うことで、役割行動を意

識し、楽しみながら繰り返

し練習することができた。 

〇ボールをキャッチする役割

の第二触球者は、ボールの

方向へ体を向けることを意

識できた。 

〇第一触球がコート

の外へ出てしまっ

た際、得点としな

かったが、よりメ

インゲームに近づ

けるため得点とし

た。他チームとの

衝突の危険が生じ

るため、コート間

を広くすることが

必要である。 

［ひろう］ 

［つなぐ］ 

［うつ］ 

つないで 

ドン！ 

ゲーム 

〇サーブを安定させることでよ

り多くの動きを繰り返すこと

ができると考え、サーブを投

げ入れる際に台の上から投げ

入れるルールにした。 

 

〇相手コートへ強く打ち落と

そうとする姿から、コート

内にコントロールして打つ

様子に変化していった。 

〇メインゲームで目指す動き

が高得点となるルールのも

と、楽しみながら繰り返す

ことができた。 

〇相手コートに打つ

動きを身に付けた

児童が、より得点

しやすい球を打つ

課題意識をもつこ

とができるよう、

コートの隅に目標

物を設置すること

も必要である。 
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（３）タスクゲーム 

   本研究で目指す、「連係プレーによる攻撃」の実現に向け、動きつくりサーキットで身に

付けた動きを土台とした、連係プレーを実現するためのタスクゲームを行った。タスクゲー

ムの学習活動の工夫とその効果及び課題について表３にまとめた。 

 

表３ タスクゲームの学習活動の工夫とその効果及び課題 

学習活動 工夫 効果 課題 

［ひろう］ 

［うつ］ 

アタック 

ゲーム 

〇どのような球を打つとより得

点しやすいか、またどのよう

に守備隊形を組めば失点を防

ぐことができるかを問いかけ

た。 

〇課題を児童の関わり合いの中

から解決することができるよ

うにした。 

 

〇守備者がいる状態でアタックす

ることができるため、相手コー

トの状況を見ながらアタックす

る意識をもつことができた。 

〇守備は、相手コートから打ち込

まれたメインゲームに近いアタ

ックレシーブをすることができ

た。 

〇攻撃側の課題意識が得点に向け

て相手コート内に打ち込むこと

に向いた。 

 

 

 

 

 

 

〇安全面の配慮

として、守備

側の準備がで

きるのを待っ

てから打つこ

とを繰り返し

指導する必要

がある。 

［ひろう］ 

［うつ］ 

スペース 

ドロップ 

ゲーム 

〇新聞紙で作ったボールを用い

てボール操作の難しさを緩和

し、キャッチ＆スローで行っ

た。 

〇相手コートへボールを落とす

という課題に向け、どんな作

戦でゲームを行うかを考えさ

せた。 

〇教師が作戦例をいくつか示

し、その中から選んだり組み

合わせたりして行うことがで

きるようにした。 

 

 

 

〇相手コートの空いた場所をねら

ったり、より得点につながりや

すい作戦を立てたりすることが

できた。 

〇「味方同士１

回パスするこ

とができる」

というルール

とメインゲー

ムとの関連を

児童に示すこ

とで、より学

びが深まると

考える。 
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［ひろう］ 

［つなぐ］ 

［うつ］ 

課題発見 

確認ゲーム 

〇ためしのゲームやメインゲー

ムを含めて毎時間ゲームを行

った。 

〇課題意識をもってゲームやサ

ーキットに取り組むことがで

きるようにした。 

〇ゲームをすることで新たな課題

を発見したり、ドリルゲーム、

タスクゲームにおいて児童が感

じている課題を確認したりする

ことができた。 

〇チームや個人

の課題を再発

見したり、振

り返ったりす

ることができ

るような時間

を確保する必

要がある。 

 

 

 

 

（４）その他 

  ア やってみよう体操 

    毎時間の授業のはじめに準備運動として

「やってみよう体操」を行った。リズミカ

ルな音楽に合わせて、児童が楽しく準備運

動に取り組めるようにした。また動的な動

きを多く取り入れ、体の末端から中心に向

けて動かしていくような工夫を行った。 

    児童はやってみよう体操を通して、授業

に向けて前向きな気持ちをつくることがで

き、効果的であったと考える。 

    また、準備運動の一環として毎時間「め

んこ打ち」を行った。めんこ打ちをするこ

とで肘を高くすること、利き腕と反対側の

足を出して、体幹の捻りを使って腕を振る

ことができるようになった。また、より強

く叩きつけて地面に置かれためんこを返す

という課題意識をもって学習できたため、

楽しんで準備運動をすることができた。 
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（５）教材・教具について 

   本研究で扱った教材・教具についての工夫とその効果及び課題について表４にまとめた。 

表４ 教材・教具についての工夫とその効果及び課題 

教材・教具 工夫 効果 課題 

学習カード 

〇毎時間の授業のはじめに、児童

が本時のねらいを確認できるよ

うにした。 

〇カードの中に授業中で気が付い

たことや感じたことなどを記録

する欄を意識的に作り、振り返

りができるようにした。 

〇学習の振り返りの欄には、学習

活動や内容に合わせて項目を絞

り、自分の課題や課題解決の方

法について考えさせた。 

 

〇授業のポイントを理解

し、意識して取り組む

ことができた。 

〇自身の課題や課題解決

の方法について考える

ことができた。 

 

〇記入する欄が多くなっ

てしまい、授業時間内

に書き終わらないこと

があった。授業時間内

に書き終わるよう内容

を精選することが必要

である。 

掲示物 

〇ホワイトボードに本時のねらい

や流れを掲示し、児童が見通し

をもって学習することができる

ようにした。 

〇授業終了後に児童とともに確認

した授業内容をまとめ、プラベ

ニヤに貼り付けたものを壁際に

掲示した。 

 

 

 

〇授業の振り返りをした

り、動きのポイントを

確認したりすることが

できた。 

 

〇本研究で使用したプラ

ベニヤは軽くて持ち運

びに便利だが、強度が

弱く自立するものを選

んだほうが良い。 

アタック棒 

〇コーンバーを持つ児童に対し

て、コーンバーの先を体に付け

ないこと、そしてボールを打っ

た後、ボールの動きに逆らわず

にコーンバーを横へ流すことを

指導した。 

〇ボールが止まっている

ため、しっかりとボー

ルを手に当てて打つ感

覚が身に付いた。 

〇コーンバーは、小学生

が持つには重く安全面

での配慮が必要であ

る。 
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補助支柱 

〇バドミントンの支柱に補助支柱

を取り付け、ネットの高さを

180㎝に設定し行った。 

〇強く打ちおろす感覚で

はなく、正確に相手コ

ートへ打つ意識をもつ

ことができた。 

 

〇安全のためしっかりと

固定して使用する必要

がある。 

作戦ボード 

〇Ｂ５サイズのマグネットボード

とマグネットを、各チームにい

つでも使用できるようかごに入

れて配付した。 

〇ゲームの前の話し合いや振り返

り、作戦会議などに適宜活用し

た。 

〇各チームに作戦ボードを用意す

ることで、一人一人の考えを共

有しやすくなった。 

 

〇試合やゲームの中で、

児童が作戦を立て、チ

ームで共有しやすくな

った。 
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２ 授業全体を振り返って 

  検証授業から得られたデータを基に、本研究以外に授業全体で分かったことを振り返る。 

（１）ソフトバレーボールの授業について 

 ア キャッチバレーボールまたはソフトバレーボールは好きですか 

    図１は単元の事前アンケ

ートの「キャッチバレーボ

ールは好きですか」及び事

後アンケートの「ソフトバ

レーボールは好きですか」

について、「好き」「やや

好き」「やや嫌い」「嫌

い」から当てはまるものを

１つ選んだ結果の人数の変

容を示したものである。事

前アンケートから事後アン

ケートで「好き」が８人

（32％）から17人（65％）

と９人増加した。 

また、「やや嫌い」が２

人から０人となり、26人すべての児童がソフトバレーボールに対して肯定的な回答をした。 

 

 

 

 

 

 

図１ 「キャッチバレーボールまたはソフトバレーボー

ルは好きですか」の回答 

17

8

9

15 2

0 5 10 15 20 25 30

事後アンケート

事前アンケート

好き やや好き やや嫌い 嫌い

(n=25) 

 

<考察> 

 事後アンケートの結果から、本研究で行った 10 時間の授業は、児童にとってソフトバレー

ボールを好きと感じられる授業であったようだ。理由として「はじいたりキャッチしたりす

るのが楽しいから」「アタックが決められるようになったから」「最初のころは全然続かなか

ったラリーが続くようになったから」「はじめて試合をした時よりも上手になったのを実感し

たから」「声をかけ合って点を入れたときにチームのみんなとよろこべたから」などを挙げて

いる。 

これは、動きつくりサーキットや、ドリルゲーム、タスクゲームを通して、本研究で目指

す「連係プレーにより攻撃」ができるようになり、ネット型：ソフトバレーボールの特性で

ある「連係プレーによって攻防をする」に触れる楽しさが味わえる活動であったことが、授

業に対する捉え方を肯定的なものにしたと考えられる。 

（人） 

(n=26) 
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  イ キャッチバレーボールまたはソフトバレーボールをするのは得意ですか 

    図２は単元の事前アン

ケートの「キャッチバレ

ーボールをするのは得意

ですか」または事後アン

ケートの「ソフトバレー

ボールをするのは得意で

すか」について、「得

意」「やや得意」「やや

苦手」「苦手」から当て

はまるものを１つ選んだ

結果の人数の変容を示し

たものである。 

    事前アンケートから事

後アンケートで、「得

意」が２人（８％）から

15人（58％）と13人増加した。また、「やや苦手」「苦手」と否定的な回答をした児童は

６人（24％）から４人（15％）に減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

2

7

17

4

4 2

0 5 10 15 20 25 30

事後アンケート

事前アンケート

得意 やや得意 やや苦手 苦手

図２ 「キャッチバレーボールまたはソフトバレーボール

をするのは得意ですか」の回答 

<考察> 

事後アンケートの結果から、多くの児童はソフトバレーボールが得意であると感じてい

る。 

図２で否定的な回答をした児童は４名であった。しかし、この４名は事後アンケートの中

で「上手になった」「好きになった」「相手コートのスペースをねらってアタックすること

ができた」「みんなで練習しているうちにはじくことができるようになった」「自分が打ち

返したときに点が入ったのが楽しかった」の記述をしているため、上達を実感しているもの

と考えられる。 

（人） 

(n=26) 

 

(n=25) 
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  ウ ソフトバレーボールをするのが上手になったと思いますか 

    図３は事後アンケートの「ソ

フトバレーボールをするのが上

手になったと思いますか」につ

いて、「思う」「やや思う」

「あまり思わない」「思わな

い」から当てはまるものを１つ

選んだ結果の人数を示したもの

である。 

「思う」「やや思う」と回答

した児童は 25人（ 96％）で、

「あまり思わない」と否定的な

回答をした児童は１人（４％）

という結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20

5

1

思う やや思う あまり思わない

図３ 「ソフトバレーボールをするのが上手になっ

たと思いますか」の回答 

(n=26) 

 

<考察> 

アンケートの結果から、多くの児童はソフトバレーボールをするのが上手になったと実感

している。事後アンケートにも、「アタックゲームをしてアタックが強く打てるようになっ

た」「ゲームでボールの落下点に素早く入ってボールをたくさんキャッチできるようになっ

た」「つないでドン！ゲームをして、アタックやひろうのがうまくなった」など、各触球場面

で自身の技能の高まりを感じている記述があった。 

また、「あまり思わない」と否定的な回答をした１人は事後アンケートに「相手コートにボ

ールを打ち返すことができた」「自分の役割を考えながらプレーすることができた」と回答し

ており、授業の映像からもアタックを成功させる様子が確認できた。しかし、「思った方向へ

ボールをはじくことができなかった」「ボールを高くはじくことができなかった」とも回答し

ており、第一触球[ひろう]場面における課題から上達を実感することができなかったと考え

られる。児童一人一人の課題意識を拾い上げ、個に応じた適切な支援を充実させることが大

切であると考える。 

（人） 
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エ 相手コートへアタックするときに、やみくもに打つのではなく、より得点しやすいよう

な球を打つ意識をもつことができましたか 

    図４は事後アンケートの「相手

コートへアタックするときに、や

みくもに打つのではなく、より得

点しやすいような球を打つ意識を

もつことができましたか」につい

て、「できた」「少しできた」

「少しできなかった」「できなか

った」から当てはまるものを１つ

選んだ結果の人数を示したもので

ある。 

「できた」「少しできた」と回

答した児童は22人（85％）で、

「あまり思わない」と否定的な回

答をした児童は４人（15％）とい

う結果であった。 

 

 

 

 

 

 

図４ 「相手コートへアタックするときに、やみくも

に打つのではなく、より得点しやすいような球を

打つ意識をもつことができましたか」の回答 

<考察> 

アンケートの結果から、多くの児童は最終触球［うつ］場面でやみくもに打つのではな

く、より得点しやすい球を打つ意識をもつことができたと感じている。事後アンケートに

も、「てきがいない場所に打つようにした」「相手コートのすきまや、相手が後ろにいる時に

は前の方へ打つようにした」「コートの空いた場所をねらった」といった記述があったことか

ら、空いた空間をねらうことに特化したタスクゲーム（スペースドロップゲーム）を通し

て、空いたスペースをねらう意識をもつことができたと考えられる。 

また、「あまり思わない」と否定的な回答をした４人のうち３人の児童は「ソフトバレーボ

ールをするのは得意ですか」という問いに対して「やや苦手」と否定的な回答をしている。

しかし、４名とも「相手コートにボールを打ち返すことができた」と回答しており、相手コ

ートに打ち返すという役割を理解して打ち返すことはできたと考えられる。ソフトバレーボ

ールを苦手と感じている児童に対しても、得点になりやすいように攻撃する楽しさを伝えら

れるような支援を充実させていく事が大切であると考える。 

18

4

4

できた 少しできた

少しできなかった できなかった

（人） 

(n=26) 
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オ チームで協力して攻撃できるようになったと感じましたか 

    図５は事後アンケートの「チー

ムで協力して攻撃できるようにな

ったと感じましたか」について、

「感じた」「やや感じた」「あま

り感じなかった」「感じなかっ

た」から当てはまるものを１つ選

んだ結果の人数を示したものであ

る。 

「感じた」「やや感じた」と回

答した児童は 24人（92％）で、

「あまり感じなかった」と否定的

な回答をした児童は１人（４％）

という結果であった。また、１人

はアンケートに未記入であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16

8

1
1

感じた やや感じた

あまり感じなかった 感じなかった

未記入

図５ 「チームで協力して攻撃できるようになっ

たと感じましたか」の回答 

(n=26) 

 

<考察> 

アンケートの結果から、ほとんどの児童はチームで協力して攻撃することができるように

なったと感じている。これは各触球の役割行動を明確にし、相手コートへ返すためにコート

内の全員が触球をするというルールの工夫を行うことで、全員が主体的に学習に参加するこ

とができたからであると考えられる。事後アンケートにも、その理由として「ギリギリ落ち

る前に、チームで声かけをしながらキャッチすることができたから」「ラリーが何回も続いた

後に、みんなで協力して点を入れることができたから」「何回もチームでつないでやっと点を

とることができたから」といった記述があった。 

また「あまり感じなかった」と否定的な回答をした児童は、事後アンケートに「みんなと

楽しい練習をして、ひろうことができなかったけど笑って練習できて楽しかった」「チームの

みんなが『○○はアタックがすごく上手だからアタックして』と言ってくれてすごく嬉しく

ていい気持ちになった」と記述していることから、連係して攻撃したという実感はなくと

も、チームのみんなと協力して攻撃している様子が読み取ることができた。 

（人） 
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カ 授業の前と比べて、ソフトバレーボールをするのが好きになりましたか 

    図６は事後アンケートの「授

業の前と比べて、ソフトバレー

ボールをするのが好きになりま

したか」について、「好きにな

った」「少し好きになった」

「少し嫌いになった」「嫌いに

なった」から当てはまるものを

１つ選んだ結果の人数を示した

ものである。 

26名の児童全員が「好きにな

った」「少し好きになった」と

回答し、否定的な回答した児童

は０人という結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 「授業の前と比べて、ソフトバレーボールを

するのが好きになりましたか」の回答 

18

8

好きになった 少し好きになった

少し嫌いになった 嫌いになった

(n=26) 

 

<考察> 

アンケートの結果から児童全員が授業前と比較して「ソフトバレーボールを好きになっ

た」と回答している。その理由として、「アタックを前よりも強く打つことができるようにな

ったから」「ひろうのが上手にできて、チームに貢献できたことがうれしかったから」「みん

なで協力して勝つことができたから」「チームで助け合って上手にはじくことができるように

なったから」「点が取れると楽しいし、みんながボールに触れられたから楽しかった」といっ

た記述があった。 

アンケートの記述から、単元始めと比較して自身の技能の上達を実感したり、チームの仲

間と同じ課題意識をもって活動したりすることを通して楽しく学習することができたため、

全員がソフトバレーボールをするのが好きになったと考えられる。 

（人） 
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キ 授業のはじめの試合と比べて、最後の試合の方が楽しいと感じましたか 

    図７は事後アンケートの「授業

のはじめの試合と比べて、最後の

試合の方が楽しいと感じました

か」について、「感じた」「やや

感じた」「あまり感じなかった」

「感じなかった」から当てはまる

ものを１つ選んだ結果の人数を示

したものである。 

「感じた」「やや感じた」と回

答した児童は23人（88％）で、

「あまり感じなかった」「感じな

かった」と否定的な回答をした児

童は２人（８％）という結果であ

った。また、１人はアンケート未

記入であった。 

 

 

 

 

18

5

1 1 1

感じた やや感じた

あまり感じなかった 感じなかった

未記入

図７ 「授業のはじめの試合と比べて、最後の試

合の方が楽しいと感じましたか」の回答 

(n=26) 

 

（人） 

<考察> 

アンケートの結果から、ほとんどの児童は、授業のはじめと比較して最後の試合の方が楽

しいと感じている。これは一人一人が役割を理解して行動し、チームの一員として連係する

ことができたからであると考えられる。 

事後アンケートにも、「最初は全然続かなかったラリーが、最後にはいっぱい続いたから楽

しかった」「アタックが決められるようになって、ちゃんと試合ができるようになったから」

「はじめて試合をやった時よりも上手になったと思うから」「たくさん声かけをして、協力し

てできるようになったから」といった記述があった。 

また、「あまり感じなかった」「感じなかった」と否定的な回答をした２人のうち、Ａ児は

「最後の試合で結果がついてこなかったから」と回答しているが、授業全体を振り返って

「とても楽しかった」と回答している。 

またＢ児は、第７回目、第９回目、第 10 回目（第８回目は欠席）の授業の学習カードにお

いて、「相手コートにボールを打ち返すことができなかった」と回答している。映像を振り返

るとＢ児は比較的運動が得意で、ゲーム中に第一触球［ひろう］場面で触球することがほと

んどであった。そのため最終触球［うつ］場面でアタックをすることがほとんどない状況で

あった。しかし、事後アンケートには「ラリーが続いて点をとれた時はすごく達成感があっ

て楽しかった」と記述している。今後は全員が様々な触球場面を楽しむことができるような

指導の工夫をしていく事が重要であると考えられる。 
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チ
ー
ム
の
得
点

 
 
 
 
 

 
 
点

 

３
 
ア
タ
ッ
ク
ゲ
ー
ム

 

１
試
合
目

 
攻
め
 

対
 
 
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

２
試
合
目

 
守
り
 

対
 
 
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

４
 
課
題
発
見
・
確
認
ｹ
ﾞｰ
ﾑ

 

相
手
チ
ー
ム
 

結
果
 

１
試
合
目
 

対
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

ふ
り
返
り

 

５
 
今
日
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り

 

６
 
今
日
の
一
言
（
新
し
く
気
づ
い
た
課
題
や
、
上
手
に
で
き
た
事
を
書
い
て
お
こ
う
！
）
 

 

ふ
り
か
え
る
こ
と
 

で
き
た

 
や
や
で
き
た

 
や
や
で
き
な
か
っ
た

 
で
き
な
か
っ
た

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
友
達
と
助
け
合
っ
て
楽
し
く
活
動
で
き
た

 
４

 
 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
に
体
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
に
す
ば
や
く
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

今
の
自
分
の
課
題
が
わ
か
っ
た
（
前
回
と
同
じ
で
も
よ
い
で
す
）
 

４
 

 
 
３

 
 

 
 
２

 
 

 
 
 
１

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
そ
う
！
 

授
業
の
流
れ

 

①
め
あ
て
の
確
認
 
②
準
備
運
動

 
③
台
上
ア
タ
ッ
ク

 

 ⑥
課
題
発
見
ゲ
ー
ム

 
⑦
ふ
り
返
り
、
ま
と
め

 

チ
ー
ム
の
作
戦
は
名
付
け
て
・
・
・
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
作
戦
‼
‼
‼
‼

 

作
戦
の
説
明

(こ
の
作
戦
に
し
た
訳
は
な
ん
だ
ろ
う
？

) 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 
学
習
カ
ー
ド
（
第
８
回
目
）
 

名
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        １

 
今
日
の
授
業
の
め
あ
て

 

            ２
 
ス
ペ
ー
ス
ド
ロ
ッ
プ
ゲ
ー
ム

 

ゲ
ー
ム
を
し
て
気
づ
い
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と

 

３
 
今
日
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り

 

４
 
今
日
の
一
言
（
次
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と
、
こ
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
お
こ
う
！
）
 

  

ふ
り
か
え
る
こ
と
 

で
き
た

 
 

 
や
や
で
き
た

 
 
や
や
で
き
な
か
っ
た

 
で
き
な
か
っ
た

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
友
達
と
助
け
合
っ
て
楽
し
く
活
動
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
に
体
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
に
す
ば
や
く
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

自
分
の
チ
ー
ム
に
あ
っ
た
作
戦
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

今
の
自
分
の
課
題
が
わ
か
っ
た
（
前
回
と
同
じ
で
も
よ
い
で
す
）

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

チ
ー
ム
に
あ
っ
た
作
戦
を
立
て
よ
う
！
 

①
忍
者
作
戦

 
②
近
距
離
作
戦
 
③
遠
距
離
作
戦
 

④
カ
ド
カ
ド
作
戦

 
⑤
グ
ラ
グ
ラ
作
戦

 
⑥
ネ
バ
ネ
バ
作
戦

 

授
業
の
流
れ
 

①
め
あ
て
の
確
認

 
②
準
備
運
動

 

③
ア
タ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
 
④
ス
ペ
ー
ス
ド
ロ
ッ
プ
ゲ
ー
ム

 

⑤
課
題
発
見
・
確
認
ゲ
ー
ム
 
⑥
ふ
り
返
り
、
ま
と
め
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ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 
学
習
カ
ー
ド
（
第
９
回
目
）
 

名
前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      １

 
今
日
の
授
業
の
め
あ
て

 

   ２
 
チ
ー
ム
練
習

(練
習
の
種
類
は
プ
リ
ン
ト
を
見
て
ね

) 

チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
練
習
 

 

そ
の
練
習
に
し
た
理
由
 

 

３
 
学
級
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 

１
試
合
目
 

対
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

２
試
合
目
 

対
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

３
試
合
目
 

対
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

４
試
合
目
 

対
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

５
試
合
目
 

対
 
 
 
で
 
 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

４
 
今
日
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り

 

５
 
今
日
の
一
言
（
新
し
く
気
づ
い
た
課
題
や
、
上
手
に
で
き
た
事
を
書
い
て
お
こ
う
！
）
 

  

ふ
り
か
え
る
こ
と
 

で
き
た

 
 

 
や
や
で
き
た

 
 
や
や
で
き
な
か
っ
た

 
で
き
な
か
っ
た

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
友
達
と
助
け
合
っ
て
楽
し
く
活
動
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
へ
体
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
へ
素
早
く
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

味
方
が
受
け
や
す
い
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

今
の
自
分
の
課
題
が
わ
か
っ
た
（
前
回
と
同
じ
で
も
よ
い
で
す
）
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
！

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 
学
習
カ
ー
ド
（
第

1
0
回
目
）
 

名
前

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

      １
 
今
日
の
授
業
の
め
あ
て

 

   ２
 
チ
ー
ム
練
習

(練
習
の
種
類
は
プ
リ
ン
ト
を
見
て
ね

) 

チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
だ
練
習
 

 

そ
の
練
習
に
し
た
理
由
 

 

３
 
学
級
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 

１
試
合
目
 

対
 

 
 
で
 

 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

２
試
合
目
 

対
 

 
 
で
 

 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

３
試
合
目
 

対
 

 
 
で
 

 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

４
試
合
目
 

対
 

 
 
で
 

 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

５
試
合
目
 

対
 

 
 
で
 

 
勝
ち
・
引
き
分
け
・
負
け
 

４
 
今
日
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り

 

５
 
今
日
の
一
言
（
新
し
く
気
づ
い
た
課
題
や
、
上
手
に
で
き
た
事
を
書
い
て
お
こ
う
！
）
 

  

ふ
り
か
え
る
こ
と
 

で
き
た

 
 

 
や
や
で
き
た

 
 
や
や
で
き
な
か
っ
た

 
で
き
な
か
っ
た

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
友
達
と
助
け
合
っ
て
楽
し
く
活
動
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

相
手
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
へ
体
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

ボ
ー
ル
の
方
向
へ
素
早
く
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

 
４

 
 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

味
方
が
受
け
や
す
い
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

今
の
自
分
の
課
題
が
わ
か
っ
た
（
前
回
と
同
じ
で
も
よ
い
で
す
）
 

４
 

 
 

 
 
３

 
 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
１

 

練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て

 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
！

 


